
 

 

 

             ２０２５．１１．６  NO１９ ならはらの森なかの学舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なら原っ子「２０２５年１１月２日の日曜日、みんなでバードウォッチングに行ったよ。」

なら原っ子「明治橋に集まってから、川口川をのんびり歩きながら、鳥を観察したね。」

なら原っ子「バードウォッチングは初めてだったので、助っ人が来てくれたんだ。」

なら原っ子「助っ人というのは、モンタ博士のお友達の人たちなんだよ。」

モンタ博士「『八王子・日野カワセミ会』と いう、野鳥観察のグループの人達だよ。モンタ

博士も会員だけど、まだ初心者だから、今回は応援に来てもらったのさ。」 

なら原っ子「カワセミ会の人は７人、そして、ぼくたちは８人でした。」 

なら原っ子「カワセミ会の人は、鳥の事は何でも知っている、スペシャリストなんだよ。」 

なら原っ子「ほんとうにくわしいんだよね。見た鳥は、全部名前がわかっちゃうんだ。」 

なら原っ子「それからね、鳥を見る時のポイントとか、ルールとかも教えてもらったね。」 

なら原っ子「静かに見ないと、鳥は逃げちゃうんだよね。だから注意したよね。」 



なら原っ子「それから、フィールド 

      スコープというのも、 

      のぞかせてもらったね。」 

なら原っ子「すっごいよく見えるんだ。 

      感動しちゃったね。」 

なら原っ子「フィールドスコープは、 

      早い者勝ちなんだ。」 

なら原っ子「鳥は、のぞいていても、 

すぐに動いたり、飛び立 

ったりするからなんだ。」 

なら原っ子「でも、見る事ができた時 

      は素晴らしかったね。」 

なら原っ子「本当だよね。お母さんたち 

      も見れて喜んでいたね。」 

なら原っ子「ぼくのお母さんは、とても 

      感動していたよ。」 

なら原っ子「ウッチーもフィールド   

      スコープを持っていたよね。あれは、『なかの学舎』のものなんだってさ。」 

モンタ博士「そうだよ。あのフィールドスコープは、貸し出ししてくれるそうなんだ。 

      それから、とてもいい双眼鏡もあったでしょ。あれも貸し出し OK だよ。」 

なら原っ子「へえー。そうなんですか。それは嬉しいなあ。今度借りてみよっと！」 

モンタ博士「そうだよ。それから、天体望遠鏡もあるんだ。みんなでたくさん借りよう！」 

なら原っ子「それから、モンタ博士！いろいろな鳥がいたけど、どのくらい見れるのかな。」 

モンタ博士「今回のコースは、毎月観察しているけど、２５～３５種の鳥に会えるよ。」 

なら原っ子「へえー。そんなに見る事ができるんですか。嬉しくなっちゃうね。」 

モンタ博士「そうだね。それでも、植物や昆虫に比べると、数は少ないから、すぐに覚え

 

 

 

ちゃうよ。大丈夫だよ。何回か来ていれば、すぐにスペシャリストになるよ。」

なら原っ子「それはうれしいなあ。ぼく頑張ってバードウォッチングをやりまーす。」

モンタ博士「そうだね。毎月やっているからね。好きな時においで！」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なら原っ子「これは、みんなで木の上の鳥を観察しているんですね。」 

なら原っ子「ヒヨドリやハシボソガラスがいたね。」 

なら原っ子「カススも二種類いるんだってね。ぼく知らなかったよ。」 

なら原っ子「口ばしが細いのが、ハシボソガラスで、太いのがハシブトガラスだね。」 

なら原っ子「それから、ヒヨドリって、飛び方がとてもおもしろかったね。」 

なら原っ子「そうそう、スーッと上下に波のように、飛んでいるのが見えたね。」 

モンタ博士「よく観察できていたね。すばらしいね。ヒヨドリはどこにでもいる鳥だけど、 

      ていねいに観察することが大事だね。あ！それから、ヒヨドリは固有種だよ。」 

なら原っ子「固有種？って、なんですか。」 

モンタ博士「この前、カワセミ会の人に教えてもらったんだけど、ヒヨドリという鳥は、 

      日本にしかいないんだ。」 

なら原っ子「へえー。そうなんだ。」 

なら原っ子「そう考えると、ヒヨドリ 

      ってすごい鳥なんだね。」 

なら原っ子「あ！この写真は、ガビチ 

ョウを見ているんだね。」 

なら原っ子「ガビチョウって、中国か 

      ら来た鳥だったね。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モンタ博士「上の写真は、川口川だね。車も来ないし安全で、野鳥観察にはとてもいい所

 

 

 

だね。これからは、冬鳥の鴨たちもたくさん来るし、バードウォッチングに

よい季節だよ。今日は、参加してくれてありがとう。感 想はどうでしたか？」

なら原っ子「いろいろな鳥をたくさん見ることができてよかったよ。楽しかったなあ。」

なら原っ子「鳥っていろいろな色があるということがわかって、おもしろかったなあ。」

保護者  「とてもていねいに説明してくれて、大変勉強になってよかったです。」 

保護者  「鳥についてたくさん知ることができて、興味をもつことができました。」 



モンタ博士「それから、これは報告ですが、みんなとお別れしてから５０ｍ歩いた橋の 

       

       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上から『カワセミ』が見えたんだ。残念だったね。またそのうち会えるよ。

また来月１２月７日朝８：００からやります。ぜひ、ご参加ください。」

おまけのお話し その１

今回見る事ができた鳥を紹介します（参加していた U さんが撮影したものです。）

コガモ                     モズ 

シジュウカラ                  セグロセキレイ 

ジョウビタキ                    ダイサギ 



 

 

 

 

 

 

 

おまけのお話し その２ 

今回見る事ができなかった『カワセミ』についても、上記と同じく U さんがたくさんの 

写真を撮られています。その『カワセミ』の写真を多数掲載し、モンタ博士が書いている 

小学館の WEB 記事「モンタ先生の自然はともだち」があります。自由に無料で見る事が 

できます。検索で「小学館 森田弘文」または、「小学館 自然はともだち」で探して見て 

ください。URL は⇒kyoiku.sho.jp/380824/ です。ご覧頂き、拡散バズりよろしく！ 

 NO９—君は見たか！？華麗なる川辺のハンターカワセミ！ 

 NO１５-鮮やかな黄緑色が美しいメジロ。ウグイスに見間違われる、可愛いけどちょっ

と可愛そうな小鳥。 

カルガモ                   キジバト 


